
本堂、仁王門ともに松平頼重が寄進

志度寺 補陀洛山
清浄光院

平賀源内記念館 自性院

志度出身の奇才・平賀源内の
業績を紹介する記念館。エレキ
テルをはじめとする発明品や
書簡、著書などの展示コー
ナー、映像や体験コーナーがあ
り、源内ワールドにひたることが
できる。西へ550mほど行ったと
ころには源内の生家｢旧邸｣が
あり、一角には源内の銅像、ゆ
かりの薬草園、源内焼工房など
が併設されている。

自性院は志度寺の塔頭。正門
に入る前の右側に江戸時代に
活躍した発明家・平賀源内の
墓所があることから、志度寺を
訪れたお遍路さんが多く立ち
寄る。源内は安永8年（1779）、
52歳で獄死し、この地に葬られ
ている。また、この寺は「さぬき
良寛さん」と呼ばれた名僧・竹
林上人が第七代住職を務めた
ことでも有名。

沿線の見どころ

無染庭（むぜんてい）・曲水式庭園

書院南の「無染庭」は、7つの石
と白砂で海女の玉取り伝説を
表現した枯山水の庭。3000坪
もの広さがある「曲水式庭園」
は、室町時代の四国管領細川
氏が代々寄進して作庭させた
もので、京都龍安寺の枯山水
石庭も手がけた細川勝元の手
によって完成された。庭園の一
角には「お辻の井戸」がある。

境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市志度1105
087・894・0324

第86番 志度寺
●香川県さぬき市志度1102   
☎087-894-0086
●宿坊／なし

第87番 長尾寺
●香川県さぬき市長尾西653    
☎0879-52-2041 
●宿坊／なし

　国の重要文化財「志度寺縁起絵図六巻」に
よれば、推古33年（６２５）、薗子という尼が霊
木を仏師に彫らせ、閻魔が建てたお堂に本尊
として安置した。そこに天武10年（６８１）、藤原
不比等が妻のためにお堂を整備し、「志度道
場」と名付けたのが始まりとされる。その後、持
統７年（６９３）に不比等の息子房前（ふささ
き）が行基と共に堂宇を拡張、寺は僧侶の学問
所や信者の修行の場となった。また、房前は父
母の慈愛に感謝して、千基の石塔群も造立し
ており、一部が海女の墓として残されている。
江戸時代には、志度出身の平賀源内を長崎に
遊学させるため、当時の住職が尽力したことで
も知られる。

　運慶作とされる仁王像を納め、日本有数
と称えられる見事な仁王門は、高松藩主松
平頼重が、寛文10年（１６７０）に寄進したも
の。門を抜けると、歴史ある境内が広がる。左
手には五重塔がそびえ、庫裡、書院が並ぶ。
参道を左に曲がると、本尊と共に重要文化
財に指定されている本堂があり、そばに大師
堂、閻魔堂、薬師堂へと続く。閻魔堂には
「志度寺縁起」に描かれている閻魔が祀ら
れている。一度あの世に行った人が閻魔の
命によって蘇生する物語は、今も人 を々惹き
つけてやまない。他にも曲水式庭園、歌舞伎
や浄瑠璃にもなった「お辻の井戸」など、見
どころは多い。

境　内歴史・全体像
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ふだらくさん　せいじょうこういん　しどじ

命の再生を願う閻魔信仰の寺

御詠歌／いざさらば今宵はここに志
度の寺祈りの声を耳にふれつつ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗善通寺派
開基／藤原不比等

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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地元出身の竹野二郎により、広島県の明王院五重塔（国宝）を模して建立された五重塔

➡

☞

香川県さぬき市志度587-1
087・894・1684
9：00～17：00
月曜（祝日の場合は翌日）
大人500円
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